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筑波大学ダイバーシティ・アクセシビリティ・キャリアセンター ダイバーシティ担当では平成25年度より「リケジョ
合宿・カフェ」を企画し、女子中高生が多様な理系分野の魅力を知り、体験できるプログラムを実施していま
す。

本年度も、リケジョサイエンス合宿に加え、初日に「中高生理工系進学応援シンポジウム」を実施し、多くの
参加者を募りました。シンポジウム156名、合宿105名の全国の女子中高生と保護者34名が参加してくださ
いました。特に合宿参加希望者は定員100名の中、193名と過去最高の応募者数となりました。さらに近郊
の研究機関・企業やつくば市内の高等学校にも協力いただき、参加者と理系研究者の方々との交流の場や
中高生の研究発表の場を設け、本年度新たに行った、基調講演・保護者セミナー・施設見学においても、知
識が更に増え研究への情熱を感じていただく事が出来ました。

事後アンケートの結果から、研究者の方々との交流によって将来についての不安を軽減し、より具体的に考
える機会になったという声を多くいただきました。貴重な3日間を過ごしていただいたと実感しております。

「中高生理工系進学応援シンポジウム」と「リケジョサイエンス合宿」を行いました！
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大学生との交流は、

進路選択や将来の参考になりましたか。

今回のシンポジウムは、

進路選択や将来の参考になりましたか。
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進路選択・将来の参考になったか

とても参考になった 少し参考になった あまり参考にならなかった まったく参考にならなかった



事後アンケート結果から、「自分自身の考え方や見方が変わり進路が明確になった。」「進路
選択について悩みが減り、アプローチの仕方がたくさんあると知った。」などと前向きな感想を
多くいただきました。

中高生理工系進学応援シンポジウムアンケート調査結果
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基調講演の満足度

パネルディスカッションの満足度

ラウンドテーブルカフェの満足度

大学や研究機関のブース出展の満足度
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シンポジウム内容の満足度

とても満足できた 満足できた あまり満足できなかった まったく満足できなかった

参加した保護者から

・知識が増え楽しかった。娘と、今日の楽
しかったことを共感できることがうれしい。
筑波大学に進ませたいと思った。
・目標を決めて、そこからどうするかが重
要であると、考えさせれた。

・どの方々も、自分の夢ややりたい
事を追い続ける事が大事だとおっ
しゃっていたので、「面白い！」や
「スゴイ！」の感情を大事にしてい
きたい。
・ラウンドテーブルカフェでは、講師
の方の中学・高校時代の話しも聞
いたり交流ができて楽しかった。
・いろんな研究機構の人たちと交
流することが出来た事は、貴重な
経験となった。
・これからも目標に向かって頑張っ
ていきたいと思いました。
・山海先生のお話が面白かった。



リケジョサイエンス合宿では、「様々な研究分野があるという事を知った。」や「大学のパンフレットに
は載ってないことを沢山知り体験することがができた。」など新たな知識を取り入れることができた
声が多くありました。

リケジョサイエンス合宿アンケート調査結果
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サイエンス実験体験

施設見学
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リケジョサイエンス合宿内容の満足度

とても満足できた 満足できた あまり満足できなかった まったく満足できなかった

・実験体験をさせてもらう事で身近に感じることが出来
た。大学生になったら何がしたいか考えが広がった。
・大学の中の研究室に入ったことによって「入りたい」と
いう希望が強まった。
・普段入れないような施設に入れてよかった。全国各
地の人と話せた。
・他県の人は、受験に関する意識が高くて刺激を受け
た。
・ずっと好きだった科学を本格的に学びたいと強く思うよ
うになった。でも、今科学と決めずに様々なことに目を
向けていきたい。
・サイエンス実験体験で手伝ってくれた大学生をみてい
てとても研究が楽しそうで研究の道も考えようとおもっ
た。
・理系に進む覚悟ができた。理系・文系という概念にと
らわれずまんべんなく学習を進め極めたいものを
みつけていきたい。
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将来については型にはまりすぎず、
広く考えてみるといいと思います。自分の
やりたいことは全力でチャレンジしてくださ
い。

日々勉強に追われるのが学生時
代ですが、自分の興味関心も忘れず、夢
に向かって頑張ってください。

普段出来ないことがたくさんでき、
貴重な機会になったと思います。この機
会をきっかけに、みなさんの学習への興
味･関心が深まればいいなと思います。

沢山悩んで下さい！考えてください！そのプ
ロセスに色々な人の意見に耳を傾けることをしてくだ
さい。考え抜いて出した自分の答えは宝。 悩める
時間こそ宝物。大切に考え抜いてください。応援して
います.

面白そう！と思う方向へ突き進んでください。

夢は、思い続けていれば、形を変えても実現
に近づきます。応援しています。

エネルギー問題は，理科と社会の両方にか
かわる問題です．中学生・高校生のうちに幅広い視
点を養って，世の中全体を見渡せる社会人になって
くれることを期待しています．


	2019年度女子中高生の理系進路選択支援プログラム�「中高生理工系進学応援�シンポジウム」及び�「リケジョサイエンス合宿」
	事後アンケート結果から、「自分自身の考え方や見方が変わり進路が明確になった。」「進路選択について悩みが減り、アプローチの仕方がたくさんあると知った。」などと前向きな感想を多くいただきました。
	リケジョサイエンス合宿では、「様々な研究分野があるという事を知った。」や「大学のパンフレットには載ってないことを沢山知り体験することがができた。」など新たな知識を取り入れることができた声が多くありました。
	スライド番号 4

